
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

夏休み前最後の登校日となる今日、オンラインで「東

国分爽風学園終業集会」が行われました。 

まずは各校の校長から自己紹介程度の話、続いて１学期の各学校の取組について、

代表児童生徒から５分程度話してもらいました。 

曽谷小の代表児童は、代表委員の６年生でした。始業式や運動会の紹介がありま

した。 

その後、夏休みの過ごし方について、東国分中生徒指

導主事・高砂先生から、夏休みの学習の取組について同

じく進路指導主事・今福先生からお話がありました。 

最後は画面いっぱいに手を振りながら退出しました。 

東国分爽風学園は塩浜学園のように校舎一体型の義

務教育学校ではないので、児童生徒が一堂に会して集会

を行うことは非常に難しいです。 

しかしながら、このような機会にオンラインでつなぐことで、子どもたちが爽風

学園はつながっていると感じられたのであれば意義があると思います。 

 

「爽風学園終業集会」に続いて、曽谷小独自の「夏休みを

迎える会」を行いました。今年も昨年に引き続き、暑さのた

め、オンラインで行いました。 

曽谷小では子どもたちが集まる機会がとても少ない

ため、１学期は「夏休みを迎える会」を活用して、まと

めて表彰することにしました。 

表彰された子どもたちは以下の通りです（内容は時系

列、児童名は 50音順）。 
 

内 容 受 賞 等 学 年 児 童 名 

虫歯予防大会健歯審査会 学校代表 6年  

虫歯予防大会健歯審査会 学校代表 6年  

東国分爽風学園 市川市立曽谷小学校 学校だより ７月号④ 

東国分爽風学園 

市川市立曽谷小学校 

校長 田部井 伸郎 

学校教育目標「『ゆめ あすから』チャレンジする子どもたち」 

 

」 

曽谷っ子の合言葉 「元気・本気・勇気」～３つのキを育てよう～ 

→爽風学園ブログはこちら 

→学校ホームページはこちら 

→「爽風だより」はこちら 

１学期の表彰 

爽風学園終業集会 

https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/blogs/blog_entries/view/9/b70c10d6f6287e9483c81a5b6a67df03?frame_id=15
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/blogs/blog_entries/view/9/b70c10d6f6287e9483c81a5b6a67df03?frame_id=15
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/blogs/blog_entries/view/9/8a657c08ceea5df405e8639238e79707?frame_id=15
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/blogs/blog_entries/view/9/8a657c08ceea5df405e8639238e79707?frame_id=15
https://ichikawa-school.ed.jp/ekokubun-chu/?frame_id=255
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/cabinets/cabinet_files/index/12/1f0bb538822544477a695c9be53c485f?frame_id=17


虫歯予防大会健歯審査会 優良 6年  

虫歯予防大会健歯審査会 優良 6年  

虫歯予防大会健歯審査会 優良 6年  

虫歯予防大会健歯審査会 優良 6年  

虫歯予防大会健歯審査会 優良 6年  

TBSこども音楽コンクール 県大会出場 ４５６年  

 
 

人数の多い学校では、「あまり知らない子」の表彰に

なりがちですが、曽谷小ではペア活動に加え、なかよし

活動も盛んで、「ペアの子」「よく見かける子」「知っ

ている子」等より親近感が湧く中で表彰を行えます。 

明日から夏季休業です。２学期は、例年夏休み中に参

加した作品や、秋に開催される様々な作品展の表彰が

あります。１学期より多くの児童を表彰でき、全校でお祝いするのが楽しみです。 
 

11 日（金）に５・６年生が着衣泳の学習に取り組みまし

た。指導のポイントは、救助が来るまで「浮いて待て！」で

す。人は肺に空気がありますし、靴やランドセルは予想以上に浮力があります。 

浮いて待つ際のポイントは、 

・顎を真上にあげる（おでこまでは水に浸かる） 

ことであり、 

もし友達が水に落ちてしまった際のポイントは、 

・「浮いて待て！」と励まし続けること 

・近くの大人に助けを求めること 

・何か浮きそうなものを投げてあげること、です。 

 毎年のように、夏休みには、海、川、湖といった水に関わる事故が起こって小さ

な命が奪われています。本日の「夏休みを迎える会」で坂井先生の話にもありまし

たが、昨年の夏休みにおける小学生の水の事故は 191 件（そのうち死亡 28 件）

とのことです。毎年決して少なくありません。 

しかし近年は、レジャーだけではなく、異常気象からくるといわれる線状降水帯

の発生など、街中でも十分水の事故が予想されます。 

この学習が活きる機会が起こらないというのが最善ではありますが、もしもの時

のために、夏休み前には是非お子さんとも命を守るためにできることお話をして

いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

「夏休みを迎える会」でも話しましたが、９月 1日には 344人全員での再会を

楽しみにしています。それではよい夏休みをお過ごしください。 

※ホームページ版では児童名を伏せた形で掲載いたします。 

 

浮いて待て！ 

https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/blogs/blog_entries/view/9/53e41f02cb8e4f9411afc181321236e6?frame_id=15

